





















































































































































































































「今人家鶏於初更暗者亦有之亦主不吉」（亀田鵬斎 『侯鯖一機J巻 l 天保 13年）
「凡人家無故、群鶏夜鳴者、謂之荒鶏、主不祥」 （寺島良庵編 『和漢三才図会』巻第43 正徳5年）
⑬「足軽、ある夜の夢に－鶏一羽出たるをみれば、頭は小女の首にて形鶏也－－小女のいふ、はづかし





⑮岡本締堂「近松の性慾描写」 『演芸画報J大正 10年 10月
⑫巌谷小波「本郷座を見て」『演芸画報』 明治44年 12月
＊討論要旨
山下則子氏は、 湯島の伝吉は、歌舞伎の中では土左衛門伝吉という名で、敵役ではなく男伊達のよ
うなかたちで登場すると指摘した。それに対し発表者は、「お七もの」は井原西鶴のもの、紀海音の
もの、馬場文耕のもの、天和笑委集のものの四つに分類でき、後世の作品はそれらを組み合わせて作
られるとした上で、土左衛門伝吉については馬場文耕の字句と紀海音の字句を混ぜたものであろうと
いう見通しを示した。また、山下氏は岡本締堂の「お七」を締堂の作品群の中でどのように位置づけ、
評価しているかを尋ねた。発表者は「お七jの評価が低いところで定まっていることを述べた上で、
その位置づけについては今後の課題とした。
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